




































































































































































































































































































































































































































のむらさやか 文／川本幸 制作／塩田正幸 写真
身のまわりにある素材（布やビニール等）で食べ物や乗り物、
動物等の登場人物を作成する
・2017年11月号『かばんばん』
尾崎玄一郎・尾崎由紀奈　作
カーペット素材で登場人物（かばん）を作成し、写真撮影する。
写真の原画と紙、布、アルミ箔等を貼り付け、線を描き込む
等して原画を作成する
・2018年9月号『たたんぱたたんぱ』
のむらさやか文／川本幸制作／塩田正幸 写真
カラフルなスリッパに「目」を貼りつけ、登場人物を作成する。ス
リッパと様々な生活小物を組み合わせて立体造形作品を制作する
（２）絵や版画、切り絵・貼り絵・ちぎり絵以外の造形作品の絵本化
アップリケ、ぬいぐるみ、編みぐるみ等の手芸作品やアルミ板で登場人物を制作し、それを写真撮影して原画を
作成する。あるいは、原画を陶板画で作成する等）
（３）立体イラストレーション
立体造形作品を作り、写真撮影して原画を作成する。三次元的な表現が際立つもの
段ボールにロボットを描き、ロボットを型取り、登場人物を
作成する
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基本的な姿勢を持ちつつも月刊絵本という宿命から、出版社としては、新しいことへの挑戦や、
作家の新人発掘も必要となってくるであろう。そういった課題のなかで、いかに「本物をてい
ねいに描いた絵」を届けるかが今後も鍵となってくるであろう。
まとめ
　福音館書店の月刊絵本『こどものとも0.1.2』は、25年間、本の形態、造本は、一貫して制作
されてきた。内容や表現は、身近なものや、生活・あそび等の子どもにとって身近な生活場面
が概ね描かれていた。初期の編集者の意図である「親子で楽しめる」「言葉に親しめる」「本物
をていねいに描いた絵を見せる」に沿いつつ、25年間制作してきた。これは、一定評価をする
ことができる。しかしながら、近年では新しい内容や表現が試みられている。元来、０歳から
２歳の乳幼児期は、目覚ましい発達を遂げる時期である。発達の幅が大きい０、１、２歳児が
それぞれに楽しめるという絵本作りは、困難を極めると思われる。また、１年間の購読期間に
子どもは大きく変化する。こうした二重の課題に加え、新しい読者ばかりでなく、継続の読者
もいる。読者を飽きさせないで、さらに継続購読をさせるための課題も加わるなか、１年間に
12冊の作品を作り続けていくことの大変さが窺える。
　ここで、2014年度から変更された『こどものとも0.1.2』４月号の折り込みふろくをみておく。
2014年４月号から折り込みふろくの最後のページに「編集部よりごあいさつ」のページが付加
される。これまでも新年度の始まり４月号では、折り込みふろくの「編集部だより」の冒頭に、
簡単な挨拶文が添えられていた。しかし、１ページを全部使って「編集部よりごあいさつ」が
述べられるのは2014年４月以降であり、毎年４月号は同じ形式で、内容は以下の通りである。
「編集部よりごあいさつ」
　「こどものとも０．１．２．」をご購読いただき、ありがとうございます。ご家庭でこんなふう
に読んでいただけたらという願いを込めて、「こどものとも０．１．２．」のご紹介をいたします。
「無理強いせず、ゆっくりゆっくり読んであげてください」
　赤ちゃんは、初めは絵本を見せても、ページを順々に読ませてくれないでしょう。一つの場
面だけ見てパタンと閉じたり、ときにはなめたりかじったりするかもしれません。それは当た
り前の反応なのです。そんな赤ちゃんの反応につきあいながら何度も何度も絵本を読んであげ
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ると、赤ちゃんはだんだんに絵本に慣れていきます。赤ちゃんのペースに合わせ、赤ちゃんに
語りかけながらゆっくりゆっくり読んであげてください。
「親子の間にコミュニケーションが生まれます」
　膝の上に赤ちゃんをのせて、ゆっくり絵本を読んであげていたある日。赤ちゃんはにっこり
笑ったり、時には声をたてて笑ったり、お気に入りの場面を指さしながら何かつぶやくかもし
れません。そのとき、大人もきっとうれしい気持ちになることでしょう！このようにして、赤
ちゃんと大人の間に、コミュニケーションが生まれるのです。喜びの時間が訪れるのです。
「質の高い絵本を赤ちゃんに」
　赤ちゃんが人生で最初に出会う絵本が、絵も中身も薄っぺらなものでは残念です。絵も文章
も、練りに練った質の高い、美しいものを赤ちゃんに届けたい・・・・そのような思いで、私
たちは「こどものとも０．１．２．」をつくっております。１年間、赤ちゃんの成長に合わせて、
バラエティ豊かな絵本を用意していますので、（筆者下線）どうぞ年間通してお楽しみください。
絵本を読んであげることで、親子で豊かで幸せな時間を持ってくださることを願っています。
　上記の年度初めの挨拶文は、語尾や言葉の変化はあるが、大意は変わらず、2019年４月現在
まで継続している。下線の「バラエティ豊かな絵本を用意」しているという文言は、2013年４
月までは見当たらなかった。今後、『こどものとも0.1.2．』が、「質の高さ」と「美しさ」と「バ
ラエティの豊かさ」を追求するなかで、どのような作品になっていくのか、今後も継続してみ
ていきたい。
　今回の研究では、創刊号から2019年12月現在の297冊の『こどものとも0.1.2．』を概観するに
とどまった。詳細な分析については、今後の課題とし、引き続き『こどものとも0.1.2．』の研
究を通して、乳幼児向き絵本「赤ちゃん絵本」とは何かを追求していきたい。
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